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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月15日(2008.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視野角に依存して異なるビューが表示されるように三次元画像を表示する表示装置であ
って、
　前記表示装置は、別々にアドレス可能な複数の画素を有する表示パネルであって、前記
三次元画像を表示する表示パネルを有しており、
　前記複数の画素は、一つのグループの中の異なる画素が前記三次元画像の異なるビュー
に対応するように、グループ化され、
　前記一つのグループの各画素は、前記一つのグループに対応する個別の光源に対して位
置しており、
　前記各画素は、受け取った画像データに従って画像を発生するために、前記各画素の光
学特性を変化させることが別々に制御可能なものであり、
　前記一つのグループ内の画素のサイズは、対応する光源に対する画素の視野角の関数と
して変化する、表示装置。
【請求項２】
　前記一つのグループ内の画素のサイズは、前記視野角が増加するに従って増加する、請
求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記一つのグループ内の画素のサイズは、前記視野角が増加するに従って非線形的に増
加する、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記一つのグループ内の画素サイズが増加することによって、前記対応する光源のビュ
ーの角度サイズが、前記視野角に依存しない、請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記一つのグループ内の画素サイズが増加することによって、前記一つのグループ内の
各画素の表示する強度が、視野角に依存しないように実質的に一致する、請求項２又は３
に記載の表示装置。
【請求項６】
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　前記画素の各グループは、ゼロの視野角に対応するように位置する中心画素を含んでい
る、請求項１～５のうちのいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記一つのグループの画素サイズは、前記中心画素の両側で増加している、請求項６に
記載の表示装置。
【請求項８】
　前記画素サイズは、前記中心画素の両側で対称に増加している、請求項７に記載の表示
装置。
【請求項９】
　前記一つのグループ内の画素サイズは以下の関数に従って増加するものであり、
  ０．５ｈ［ｔａｎ（（ｎ＋１）ΔΦｅｙｅ）－ｔａｎ（（ｎ－１）ΔΦｅｙｅ）］
ここで、ｎは前記一つのグループの前記中心画素からの画素位置であり、ｈは、前記画素
の前記一つのグループの面に対する光源の直角距離（orthogonal separation）であり、
ΔΦeyeは、左目と右目との間の角距離であり、ΔΦeyeはarctan（ｓ／ｄ）と近似される
ものであり、ｓは、左目と右目との間の平均眼間間隔であり、ｄは、観察者と前記表示装
置との間の視距離である、請求項１～８のうちのいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記表示装置は、複数の前記個別の光源を備えるバックパネルを更に含み、
　前記表示装置の各グループの画素は、前記複数の個別の光源のうちの対応する光源から
光を受け取る位置に存在している、請求項１又は９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記バックパネルは複数のライン照明源を備えている、請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記バックパネルは複数の点照明源を備えている、請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記一つのグループ内の各画素の光学特性を制御するディスプレイドライバを更に含む
、請求項１～１２のうちのいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記表示パネルは、前記バックパネルが位置する側とは反対側から見るのに適合した光
透過型表示パネルである、請求項１１又は１２に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記表示装置は、前記表示パネルに隣接して位置するレンティキュラアレイを更に含ん
でおり、前記レンティキュラアレイ内のレンティクルは、選択された画素からの光を前記
表示パネルに合焦する、請求項１に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記レンティキュラアレイ内の各レンティクルは、前記画素の一つのグループに関連す
るものである、請求項１５に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記光学特性は光透過特性であり、前記ディスプレイドライバは、表示される画像に従
って前記各画素を通過する光の量を制御する、請求項１～１６のうちのいずれか一項に記
載の表示装置。
【請求項１８】
　前記表示パネルの固有の光学特性は、視野角依存性がｙ軸に関して低減する又は実質的
に最小になるように設定されている、請求項１～１７のうちのいずれか一項に記載の表示
装置。
【請求項１９】
　前記表示装置は物体に組み込まれ、前記物体が通常の使用状態にある場合はｙ軸が垂直
軸として規定される、請求項１７に記載の表示装置。
【請求項２０】
　視野角に依存して三次元画像の異なるビューが表示されるように表示装置に前記三次元
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画像を表示する方法であって、
　前記方法は、表示パネルの別々にアドレス可能な複数の画素の各画素の画素強度データ
値を作るために画像データを処理するステップを有し、
　前記複数の画素は、一つのグループの中の異なる画素が前記三次元画像の異なるビュー
に対応するように、グループ化され、
　前記一つのグループの各画素は、前記一つのグループに対応する個別の光源に対して位
置しており、
　前記画素強度データ値の各々は、前記三次元画像を発生するために、対応する画素の光
学特性を制御するものであり、
　前記一つのグループ内の画素のサイズは、対応する光源に対する画素の視野角の関数と
して変化する、方法。
【請求項２１】
　前記一つのグループ内の画素サイズは、前記画素の線寸法又は面寸法の少なくとも一方
の寸法が増加することによって、変化する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記一つのグループ内の画素サイズは、前記対応する光源のビューの角度サイズが、前
記視野角に依存しないように選択される、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記一つのグループ内の画素サイズは、前記一つのグループ内の各画素の表示する強度
が、視野角に依存せずに実質的に一致するように選択される、請求項２１又は２２に記載
の方法。
【請求項２４】
　前記光学特性は光透過特性であり、ディスプレイドライバは、表示される画像に従って
前記各画素を通過する光の量を制御する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２５】
　視野角依存性がｙ軸に関して低減する又は実質的に最小になるように前記表示パネルの
固有の光学特性を設定するステップを更に有する、請求項２０～２４のうちのいずれか一
項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記表示パネルが通常の使用状態にある場合は前記ｙ軸が垂直軸である、請求項２５に
記載の方法。
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